
４-1・２・３ 維持管理・更新への配慮に関すること H30.09

■ 4-1維持管理対策等級（専用配管）のグループ分けの考え方

住戸のグループ分けは下記の条件により、同一住戸ごとに分類する。

ⅰ）等級住戸ごと　　　　　　ⅱ）｢接地住戸｣・｢非接地住戸｣　ごと　　　　

※ ｢接地住戸｣とは、該当住戸の床が｢土に接している住戸｣｢ピツトに接している住戸｣のこと。

■設計内容説明書の作成

① 共通

1）自己評価等級欄に、申請等級を記入する。

2）グループ別評価確認欄・確認欄は、UHECで記入するので申請時は□印とする。

② 4-1維持管理対策等級（専用配管）

等級１の場合

1）設計内容説明書の、内容説明欄は記入しない。

等級２の場合

1）

2）
　　又、散水栓・SK等が有る場合、特記欄に｢散水栓・SK有」と記入する。

等級３の場合

1）、2）は等級２の場合と同様。

3）

③ 4-2維持管理対策等級（共用配管）

等級１の場合

1）設計内容説明書の、内容説明欄は記入しない。

等級２の場合

1）｢①専用配管～⑤排水管の清掃の容易性｣の内容の有無等を選択し、■印を記入する。
又、最上階用排水特殊継手が有る場合、特記欄に｢特殊継手有」と記入する。

等級３の場合

1）は等級２の場合と同様。

2）｢⑥横主管天井又はピツト内等の措置・⑦共用配管の補修の措置｣の内容の有無等を選択し、
■印を記入する。

④ 4-3更新対策等級（共用排水管）

等級１の場合

1）｢ロ)共用排水立管の位置｣の該当項目に■印を記入する。又、その他の場合は位置を記入する。

等級２の場合

1）は等級１の場合と同様。

2）｢イ)更新対策の①ｺﾝｸﾘｰﾄ内埋込配管の有無～④共用排水管の更新の措置｣の内容の有無等を
選択し、■印を記入する。

等級３の場合

1）、2）は等級２の場合と同様。

3）

住戸番号欄に住戸番号を記入する。住戸数が多い場合は別紙参照・グループ分け図の
代表住戸番号の記入でも良い(例：101他)。

｢①専用配管～④排水管の清掃の容易性｣の内容の有無等を選択し、■印を記入すると共に該当
グループに●印を記入する。又、散水栓･SKが有る場合は特記欄に｢散水栓･SK有｣と記入する。

｢⑤専用排水管の清掃措置・⑥排水点検口｣の内容の有無等を選択し、■印を記入すると共に該当
グループに●印を記入する。　又、UB排水管接続部の点検措置を記入した図書を添付する。

｢イ)更新対策の⑤ｺﾝｸﾘｰﾄ床等の貫通部貫通部の措置等、⑥新たな共用排水管の設置余地｣の
一方か、⑤⑥両方の内容の有無等を選択し、■印を記入する。

ただし、等級１の理由を特記欄に記入する。(例：専用排水管を他住戸専用部(店舗)に設置、SK
用給排水管がコンクリート内埋込み有り、散水栓用給水管上にコンクリート打設有り　等々)

ただし、等級１の理由を特記欄に記入する。(例：排立管の掃除口が15m以内毎に無し、
掃除口・接合部の点検口無し、地中埋設管上(給水・ガス引込管or排水管)のコンクリート
打設の有り　等々)



■4-1維持管理対策等級（専用配管）のグループ分け図 H27.04
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【等級１】専用排水管が他
住戸専用部(店舗)に設置
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②
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都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称：

４．維持管理・更新への配慮に関すること（住戸評価用）

4-1　維持管理対策等級（専用配管）  評価方法：■ 評価方法基準による □ その他 [ ］

4-1 ①専用配管 排水管 □ 有 SK有 ■ 設備図

維持管理 ■ 無 配管（二重床･天井内､他） ■ 平面図･立面図

対策等級 給水管 □ 有 ■ 構造図

(専用配管) ■ 無 配管（二重床･天井内､他） □

給湯管 □ 有 □

■ 無 配管（二重床･天井内､他） □

ガス管 □ 有 □

□ 該当無 ■ 無 配管（二重床･天井内､他） □

②地中埋設管 排水管 □ 有 散水栓有 ■ 設備図

■ 無 配管（二重床､ﾋﾟｯﾄ他） ■ 平面図･立面図

給水管 □ 有 ■ 断面図・矩計図

■ 無 配管（二重床､ﾋﾟｯﾄ他） ■ 構造図

給湯管 □ 有 □

■ 無 配管（二重床､ﾋﾟｯﾄ他） □

ガス管 □ 有 □

□ 該当無 ■ 無 配管（二重床､ﾋﾟｯﾄ他） □

□ 条例等により凍結防止の為､配管埋設が可能な地域 □

■ 接地住戸無 □

③配管ルート 排水管 ■ 有 ■ 設備図

■ 無 配管（二重床･天井内､他） ■ 平面図･立面図

給水管 □ 有 ■ 断面図・矩計図

■ 無 配管（二重床･天井内､他） ■ 構造図

給湯管 □ 有 □

■ 無 配管（二重床･天井内､他） □

ガス管 □ 有 □

□ 該当無 ■ 無 配管（二重床･天井内､他） □

□ 平滑でない ■ 設備図

■ 平滑である ■ 承諾図・ｶﾀﾛｸﾞ

■ 有 □

□ 無 □

便器 ■ 取外しでる便器(洋風便器) ■ 設備図

□ 上記外便器で共用立管が隣接 ■ 平面図･断面図

しているか掃除口有 ■ 承諾図・ｶﾀﾛｸﾞ

■ 有 □

□ 無 □

■ 有 ■ 設備図

□ 無 ■ 平面図･断面図

■ 有 ■ 承諾図・ｶﾀﾛｸﾞ

□ 無 ■

■ 有

□ 無 □

自己評価等級

評価確認

性能表示
事項

（自己評
価等級）

確認項目 設　計　内　容　説　明　欄

住戸番号
(別紙記入可) 確

認
欄

特記事項
・備考欄

記載図書 備　考　欄
戸数 2 16 64 1

101･
102

別紙参
照

別紙参
照

208

虎ノ門マンション

グループ番号 1 2 3 4

ｺﾝｸﾘｰﾄ内埋
込み配管の
有無
(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ
ﾛｯｸを含む)

　 　 　 　

● ● ● 　

　 　 　 　

□

● ● ● 　

　 　 　 　

(等級１の
場合は記入
不要)

● ● ● 　

　 　 　 　

● ● ● 　

地中埋設管
上のｺﾝｸﾘｰﾄ
打設の有無 接

地
住
戸
有
の
場
合

　 　 　 　

● 　 　 　

　 　 　 　

● 　 　 　

□

● 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

● 　 　 　

　 　 　 　

　 ● ● 　

専用配管が
他住戸専用
部に設置さ
れないこと

　 　 　 　

●

□

● ● ● 　

　 　 　 　

④ｸﾞﾙｰﾌﾟ住
戸の専用排
水管が他住
戸専用部
(店舗)に設
置

　

　 　 　 　

● ● 　

　 　 　 　

④排水管の清
掃の容易性

内面平滑、
たわみ・抜
け防止措置

管内面平滑
(含､ﾌﾚｷ管)

　 　 　

● ● ●

たわみ・抜
け防止措置

● ● ●

　 □

● ● ● 　

● ● ● 　

　

　 　 　 　

　 □

　 　 　 　

点検措置の確
保

　 ● 　

給水･給湯管
のﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾍｯ
ﾀﾞｰの点検

点検措置の確
保

　 ● 　

　

　 　 　 　

⑥配管点検
口

排水管と器
具の接合部

点検措置の確
保

　 ● 　 　

⑤専用排水
管の清掃措
置

等
級
３
の
場
合
記
入

排水管にお
ける掃除口
又は清掃可
能な措置の
ﾄﾗﾂﾌﾟの有
無

　 ● 　

その他器具(掃
除口又はﾄﾗﾂ
ﾌﾟ)

　 ● 　

（主要接合
部等の点検
措置）

給水管・給
湯管と器具
の接合部

□

　 　 　 　

　

　 　 　 　 UB排水管接合部
点検措置資料

□ 左記等級を評価する
□ □ □ □

　

　 　 　 　

等級２ 等級３ 等級２ 等級１

申請等級を記入 

SK・散水栓等が有る場合記入 

UB排水管接続部の点検措置を記入した図書 

等級１の場合、理由を記入 

住戸番号を記入。別紙参照でも良い 

UHEC記入。申請時は□印 

UHEC記入。申請時は□印 

等級３の場合記入 

等級３の場合記入 

接地住戸のみ記入 

等級３の場合記入 

接地住戸のみ記入 

全住戸接地住戸無しの場合も■印記入 

接地住戸の定義は、

作成要領参照 



都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称：

４．維持管理・更新への配慮に関すること（住棟評価用）
4-2・3　維持管理対策等級（共用配管）  評価方法：■ 評価方法基準による □ その他 [ ］

4-2 ①共用配管 排水管 ■ 埋め込み無 □ 有 ■ 設備図

維持管理 給水管 ■ 埋め込み無 □ 有 ■ 平面図･断面図

対策等級 給湯管 ■ 該当無 □ 埋め込み無 □ 有 ■ 構造図

(共用配管) ガス管 □ 該当無 ■ 埋め込み無 □ 有 □

②地中埋設管 排水管 ■ 埋設管上のコンクリート打設無 □ 有 ■ 設備図

□ 該当無し 給水管 ■ 埋設管上のコンクリート打設無 □ 有 ■ 平面図･断面図

給湯管 ■ 該当無 □ 埋設管上のコンクリート打設無 □ 有 ■ 構造図

ガス管 □ 該当無 ■ 埋設管上のコンクリート打設無 □ 有 □

□ 条例等により凍結防止の為､配管埋設が可能な地域 □

③共用排水管 立主管 ■ 最上階又は屋上、最下階 及び □ 15m超 ■ 設備図

3階以内おきの中間階又は15m以内毎に設置有 ■ 平面図･断面図

横主管 ■ 始端部掃除口から15m以内毎であつて、 □ 15ｍ超 □

支障なく管の清掃を行える位置に設置有 □

④配管点検口 主要接合部 ■ 点検・清掃可能な開口有 □ 無 ■ 設備図

（ ■ 給湯管該当無 □ ガス管該当無 ） ■ 平面図･断面図

排水管掃除口 ■ 点検・清掃可能な開口有 □ 無 □

管内面平滑(含､ﾌﾚｷ管) ■ 平滑である □ 平滑でない ■ 設備図

■ 承諾図・ｶﾀﾛｸﾞ

たわみ・抜け防止措置 ■ 有 □ 無 □

□

横主管位置 ■ 共用部に設置 □ 共用部以外に設置 ■ 設備図

（ ■ 給湯管該当無 □ ガス管該当無 ） ■ 平面図･断面図

到達経路 ■ 専用部分に立入り無で到達できる経路有 □ 到達できる経路無 □

排水管 ■ 専用部分に立入り無で補修可能 □ 立入り有 ■ 設備図

給水管 ■ 専用部分に立入り無で補修可能 □ 立入り有 ■ 平面図･断面図

給湯管 ■ 該当無 □ 専用部分に立入り無で補修可能 □ 立入り有 □

ガス管 □ 該当無 ■ 専用部分に立入り無で補修可能 □ 立入り有 □

自己評価等級 左記等級を評価する

4-3 共用排水管 ■ コンクリート内への埋め込み無 □ 有 ■ 設備図

更新 更新対策 （コンクリートブロックを含む） ■ 平面図･断面図

対策等級 共用排水管 ■ 埋設管上のコンクリート打設無 □ 有 ■ 設備図

(共用排水管) □ 条例等により凍結防止の為､配管埋設が可能な地域 ■ 平面図･断面図

横主管位置 ■ 共用部に設置 □ 共用部以外に設置 ■ 設備図

□ 該当無し 到達経路 ■ 専用部分に立入り無で到達できる経路有 □ 到達できる経路無 ■ 平面図･断面図

共用排水管位置 ■ 専用部分に立入り無で更新可能 □ 立入り有 ■ 設備図

（共用部分の仕上げ材等の軽微な徹去で到達可能も含む） ■ 平面図･断面図

■ 排水管の切断工事の軽減措置、排水管撤去のはつり工事軽減措置有 □ 無 ■ 設備図

■ 排水管の接続替えを容易に行う為の措置有 □ 無 ■ 平面図･断面図

■ 共用排水管の撤去、接続替えその他更新の為の空間有 □ 無 ■ 承諾図・ｶﾀﾛｸﾞ

■ 共用排水管の近傍に新たな共用排水管の設置空間・スリーブ等有 □ 無 □

■ 排水管の接続替えを容易に行う為の措置が有 □ 無 □

■ 共用排水管の撤去、接続替えその他更新の為の空間有 □ 無 □

ロ)共用排水立管の位置 ■ ①共用廊下に面する共用部分 □ ②外壁面･吹き抜け等の住戸外周部 ■ 設備図

□ ③バルコニー ■ ④住戸専用部 ■ ⑤その他 [ 店舗内 ] ■ 平面図･断面図

自己評価等級 左記等級を評価する

備　考　欄
特記事項
・備考欄

虎ノ門マンション

性能表示事
項（自己評
価等級）

確認項目 設　計　内　容　説　明　欄　
確
認
欄

記載図書

ｺﾝｸﾘｰﾄ内埋
込み配管の
有無
(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ
ﾛｯｸを含む)

□

地中埋設管
上のｺﾝｸﾘｰﾄ
打設の有無

□

(等級１の
場合は記入
不要)

共用排水管
の掃除口の
位置

□掃除口・接
合部の点検
口無し

⑥横主管の
天井又は
ピット内等
の措置

等
級
３
の
場
合
記
入

横主管の設
置位置及び
人通孔等の
有無

□

⑦共用配管
の補修の措
置

共用部分か
らの共用配
管の補修が
可能

□

主要接合
部・排水管
の掃除口の
点検又は清
掃可能な開

□

⑤排水管の清
掃の容易性

内面平滑、
たわみ・抜
け防止措置

□

等級２ □

イ) 等
級
２
・
３
の
場
合
記
入

①ｺﾝｸﾘｰﾄ内
埋込配管の
有無

□

②地中埋設
管上のｺﾝｸ
ﾘｰﾄ打設の

□

等
級
３
の
場
合
記
入

⑤ｺﾝｸﾘｰﾄ床
等の貫通部
貫通部の措
置等

□

⑥新たな共
用排水管の
設置余地

□

□

等級１ □

③横主管の
位置・到達
経路

□

④共用排水
管の更新の
措置

□

申請等級を記入 

申請等級を記入 

UHEC記入。申請時は□印 

等級１の場合、理由を記入 

位置の内容を記入 

等級３の場合記入 
等級３の場合記入 

等級２・３の場合記入 

等級２・３の場合記入 

等級３の場合記入 

等級３の場合記入 



UHEC都市居住評価センター

  ４）　４-４ 更新対策（住戸専用部、住戸評価用）

■評価内容と自己評価等級

■グループ分け

（４－４更新対策、住戸専用部：躯体天井高によるグループ分け）

住戸タイプ

① 最下階住戸

② 標準階住戸

③ ５階の一般住戸

④ ６階の最上階住戸

⑤ メゾネット住戸

502

501 グループ⑤ 503

グループ③ K グループ③
A D'

401 402 403

グループ② グループ② グループ②
F C D

301 302 303

グループ② グループ② グループ②
I C D

201 202 203

グループ② グループ② グループ②
I C D

101 102

グループ① グループ①
G D

101,102,103,104,105

住戸専用部内の躯体内法高さ（過半の部分と最低部分）、及び将来の間取り変更の障害となる躯体の有無を評
価します。
当該項目は等級表示ではなく、内法高さ数値と障害となる躯体部位の表示をします。表示値は施工誤差を見込
み若干低減した数値とします。

グループ分けの基本は、躯体天井高、最低の天井高、障害となる柱や壁の有無により分類します。

グループ名 部屋番号

E J

201～206,301～305,401～405

501,503～505

601

502

601

グループ④
L

504 505
グループ③ グループ③

404 405

グループ② グループ②
H J

304 305

グループ② グループ②
H J

204 205 206

グループ② グループ② グループ②
H J Ｂ

H J Ｂ

103 104 105

グループ① グループ① グループ①

3

ﾋﾟｯﾄ 

3.3.2-13



UHEC都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称：

４．維持管理・更新への配慮に関すること（住戸専用部）（住戸評価用）
4-4　更新対策（住戸専用部） 評価方法：■ 評価方法基準による □ その他 ［ ]

平面図　Ａ12～17

① 構造伏図　Ｓ6～Ｓ11

平面図　Ａ12～17

② 構造伏図　Ｓ6～Ｓ11

平面図　Ａ12～17

③ 構造伏図　Ｓ6～Ｓ11

平面図　Ａ12～17

④ 構造伏図　Ｓ6～Ｓ11

平面図　Ａ12～17

構造伏図　Ｓ6～Ｓ11

平面図　Ａ12～17

〃 構造伏図　Ｓ6～Ｓ112300 傾斜屋根 2100

上階

1 601 2300 傾斜屋根 2100

ＭＺ① 1 502 2400

壁

4 501,503～505 2400 はり 2150

5 101,102,103,104,105 2500

15 201～206,301～305,401～405　 2400 その他 2250

部位
確
認

備考
無　有 部位

天井高　

虎ノ門マンション

グルー
プ番号

戸数 住戸番号

自 己 評 価 結 果

特記事項
・備考欄

図面番号・その他　　　

評価者記入欄

ｍｍ以上 ｍｍ以上

イ)躯体天井高 ロ)間取変更障害

躯体天井高　
最も低い部分

無　有

住戸の境界部に存する壁・柱は対象
外です。 
但し、壁構造の場合、最小実長寸法
を超える構造躯体壁は含みます。 

各天井高は、表示値
（計算値-施工誤差）を
記載して下さい。 


